
平成３０年度  西が岡小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

人間尊重の教育を基盤に自ら学び，自ら考え，主体的に判断して生きていくことのできる，心身ともに健康で，

心豊かな，たくましい児童を育成する。 

【１】明るく元気な子ども 【２】よく考えて学習する子ども 【３】心豊かで思いやりのある子ども 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

教育目標の達成を目指し，子どもの自主性を育て，希望に満ちた明るく，楽しい学校づくりをするために，

全職員が和と協力，熱意，そして人間尊重の精神を基盤に『生きる力』を育む教育に取組み，活力に満ちた特

色ある学校経営を推進する。  

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) 一人一人のよさや特性を受け止め，持てる力が発揮できる居がいのある学校･学級づくり，自主性を育

てる教育活動の展開に努める。                                            （学級経営の充実）                                                                                          

(2) 授業の充実と学習習慣の定着を図り，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ，自ら学ぶ態度の育成と基

礎・基本の確実な定着に努める。                                      （学習指導の充実） 

(3) 情操豊かな教育環境と道徳教育の充実を図り，「生命や人権を大切にする心」「思いやりの心」を育み，

心豊かでたくましい子どもの育成に努める。                           （心の教育の推進） 

(4) 全教職員の共通理解のもと，児童との信頼関係を深め，日常の指導と家庭との連携を通して，規範意識

の醸成と基本的生活習慣の確立に努める。                             （児童指導の充実） 

(5) 進んで運動に親しむ体育指導と，健やかな体を育む食育・保健指導の充実を図り，健康・体力の向上に

努める。                    （体力の向上と保健安全教育・食育の充実） 

(6) 学校園として認め励ます指導を通して自尊感情を育み，学習や活動の交流を図り，小中一貫教育を推進

する。                               （小中一貫教育の推進） 

(7) 常に自己の資質向上に努め，子どもや保護者から信頼される教職員集団を目指す。  

 （教職員の資質の向上） 

(8) 家庭や地域との連携と情報発信の充実に努め，地域とともにある学校づくりの推進に努める。              

（地域とともにある学校づくり） 

(9) ＩＣＴの活用，協働体制の確立，教育の重点化，学級経営力の向上，報・連・相体制の徹底，出退勤時

刻の管理等により教育の効率化を図り，教職員の働き方改革を推進する。   （教職員の働き方） 

 

 

 

 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

落ち着いた学校生活のもと，縦割り班活動を中心とした体験活動や道徳教育，読書活動などを通して豊かな心

と自主性を育み，特別支援教育の視点を取入れた分かる授業の充実を図り，学ぶことの楽しさを実感する教育の

推進に努める。 

教職員の出退勤時刻の把握と管理，積極的なＩＣＴの活用による教材の共有化，教育の重点化などの取組によ

り，教職員の勤務時間を意識した働き方の推進に努める 

【 学 習 指 導 】 

  児童の実態（学習内容定着度，特性等）を踏まえた分かる授業を展開し学習意欲の向上に努めるとともに，家

庭学習の習慣化を図り学習の定着に努める。 

【 児 童 生 徒 指 導】 

  道徳教育や学級経営の充実を図り，具体的な活動を通して「明るいあいさつ」「正しい言葉遣い」「決まりを守

る態度」の育成に努める。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

  体育，保健，食育指導の連携をもとに，自己の生活習慣（保健安全・食習慣・体力）を意識できる児童の育成

に努める 

 

[宝木地域学校園教育ビジョン] 「いきいき宝木」心豊かな宝木っ子の育成を目ざして 

  ○ 豊かな心の育成  ・規範意識と自尊感情の育成 

             ・生命を尊重し相手を思いやる態度の育成 

             ・自然，文化，芸術に親しむ感性の育成 

 

別紙２ 



５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は今の学校

が好きです。」→児童の肯定的

回答９０％以上 

①  学校行事や児童会活動に児童が主体的

に取り組む場を設定し，適切な指導・支援・

助言をすることにより，児童の達成感・自

己肯定感を高める。 

② 多様な活動や体験学習の場を設定し，児

童の意欲を高める。 
Ａ 

【達成状況】９０．４％ 

・児童集会や委員会活動等，児童の活

躍の場を多数設け，児童に達成感を

味わわせることができた。 

・全学年で出前授業や体験学習を系統

的に取り入れ，児童の意欲を高める

ことができた。 

【次年度の方針】 

・目標を明確にし，教科や総合的な学

習と関連付けながら体験活動の内容

を精選し，より意味のある活動がで

きるようにする。 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教職員は協力

し，生徒の良いところを認め教

えるべきことを熱心に指導し

ている」→児童の肯定的回答９

０％以上 

① 全職員が職員会議や学年会での児童の

情報交換を密にし，共通理解する。 

② 学習の進み具合を確かめ，よさを認めた

言葉掛けやつまずきに応じた一人一人への

支援を工夫し、個別支援の充実を図る。 

③ 朝の学習を活用し，担任以外も学級支援

に係る。 

・国語・算数の基礎的・基本的な内容の繰

り返し学習（漢字・計算） 

・１０分ミニ作文など「書く」内容の学習 

B 

【達成状況】９６．８％ 

・学習指導では，児童のよさを認めた

言葉を掛けたり，一人一人に応じた

支援を工夫したりして，個別指導を

行うことができた。 

・全職員による児童へのきめ細かい指

導や支援がしっかりと行われ，児童

に対して効果的にはたらいている。 

【次年度の方針】 

・朝の学習の時間の有効的な活用を図

り，引き続き，基礎的・基本的な内

容を繰り返し学習したり，文章を書

く活動を多く取り入れたりする。 

・職員会議や打合せにおいて，児童の

情報交換を行い，日々の支援に生か

していく。 

・学習への支援を，全職員で計画的に

実施していく。 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は授業と

生活のきまりを守って生活し

ている」→児童の肯定的回答８

０％以上 

 

① 全職員共通理解のもと，朝会・全校集会

で全児童に話をしたり，各学級において指

導したりする。 

・休み時間の過ごし方 

・授業の始まりの時刻 

②「よい子の一日」の周知徹底を図る。 

・廊下の歩行（教室移動時・休み時間） 

・終業のあいさつと次時の準備  

・遊び方の共通理解 

・清掃中，清掃後の指導の徹底  

③ 生活目標を活用し，スモールステップで

目標を達成できるようにする。 

・良かった点を朝会で賞賛する。 

・児童指導主任や代表委員児童が放送等で呼

びかける。 

B 

【達成状況】７６．６％ 

・教師，保護者，児童ともに規範意識

が高まってきていたが，昨年度と比

較し児童の肯定的回答は５．９ポイ

ント下がった。 

・「よい子の一日」や月の生活目標を意

識して生活をおくれる児童が増えて

きている。 

【次年度の方針】 

・規範意識について振り返る場や時間

を全校や学級で意識的に設定するこ

とで，規範が徹底できるようにする。 

・学年で生活面での重点課題を設定

し，段階に応じた指導を行っていく。 

  



Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「先生方授業

は，分かりやすく，一人一人に

丁寧に教えてくれる」→児童の

肯定的回答９０％以上 

① 全職員共通理解のもと今年度の学校課

題の研究を進める。 

② 授業研究を行い，指導方法の工夫改善や

指導力の向上を図り，きめ細かな指導を実

施する。 

・一人一授業公開 

・板書チェックリスト活用 

・ヒントカードや教材提示の工夫 

③ 具体的な学習の取組の状況や研究の様

子，要請訪問などについて，学びの広場で

取り上げ，学校での研究の様子を保護者に

知ってもらう機会にする。 

・チャレンジウィークの実施 

・学びの広場の発信 

・西が岡小「家庭学習のすすめ」の配付 

④ ノートやワークテスト，プリントなどに

励ましやアドバイス・コメントなどを入れ

一人一人の意欲を高める。 

⑤ 西が岡小学力向上改善プランに基づき，

全職員で学力向上に向けて取り組む。 

Ｂ 

【達成状況】９５．３％ 

・「みんなが，楽しく，分かる，できる

授業づくり」のため，全職員が共通

理解を図り，指導方法を工夫するこ

とができた。 

・西が岡小学力向上改善プランに基づ

き，全職員で学力向上に向けて，取

り組むことができた。 

・学力向上専門員とともに，本校児童

の実態に即した指導の在り方を検討

し，実践することができた。 

【次年度の方針】 

・要請訪問・研究授業の様子などは学

校 HP や「学びの広場」などで保護

者に知らせ，学校でどのような研究

をしているか知ってもらう機会を増

やす。 

・引き続き，一人一人に応じた分かり

やすい丁寧な指導を実践し，学力向

上を図る。 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生はいじめ

が許されないことを熱心に指

導してくれる」→児童の肯定的

回答９０％以上 

① 教育相談を年間 2 回実施し，児童の実態

の把握と早期発見に努める。 

② 人権週間，いじめゼロ月間，いじめゼロ

集会を実施するとともに，保護者にも公開

し啓発に努める。 

③全児童でいじめ防止ポスター作製に取り

組み，いじめ防止の機運を盛り上げる。 

④ いじめ防止に関する資料や学校での取

り組みを，学校便りやＨＰなどで地域や保

護者に積極的に発信する。 

B 

【達成状況】９７．４％ 

・保護者，地域ともに肯定的回答率が

前年度より向上している。 

・いじめに関する認識が，児童，教職

員，保護者で共有され，地域に対し

る情報発信もしっかりとされた。 

【次年度の方針】 

・アンケートや相談を通して，児童の

実態把握や問題の早期発見を行って

いく。 

・児童会の取組を続けるなど，学校全

体でいじめを許さない風土を醸成し

ていく。 

・教師自らが人権意識を高め，いじめ

の兆しが見られたときはその場で指

導するとともに，共通理解を図る。 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

全体アンケート「学校の日課，

授業，学校行事などの教育課程

は，適切に実施されている」→

保護者の肯定的回答９０％以

上 

① 行事の終了後や年度末にアンケート等

による振り返りを実施し，可能なことはす

ぐに改善するとともに，次回・次年度に生

かしていく。 

② 行事の際に，タイミングをとらえて適切

に保護者や地域へ情報を発信するととも

に，アンケートＢＯＸを設置して意見を募

集し，反映できるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】９６．６％ 

・各行事終了後には教職員にアンケー

トを実施し，改善点を次に生かすこ

とができた。 

 

【次年度の方針】 

・マネジメント結果と，保護者の意見・

改善策を保護者に分かりやすく周知

し，アンケートが学校運営に反映さ

れていることを知らせていく。 



Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，学校

便りや学校公開などで積極的

に情報を発信している」→保護

者の肯定的回答９０％以上 

① 行事や各種集会，親子活動等，積極的に

学校公開を実施する。 

② 保護者や地域へ学年・学校便りで情報を

発信するとともに，定期的にＨＰを更新し

ていく。  

③ 様々な場面で保護者等のボランティア

を積極的に導入し，開かれた学校作りを行

う。 

Ｂ 

【達成状況】９６．７％ 

・毎月の学校便りや，学年便り等に 

より情報を発信した。 

・学校ＨＰをこまめに更新し，保護 

者に今の学校の様子について知っ

てもらうことができるようにした。 

【次年度の方針】 

・年間を通したボランティア活用一覧

表を保護者に配付し，保護者ボラン

ティアを全学年で積極的に導入して

一緒に活動してもらうことで，学校

の取組を知ってもらえるようにす

る。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，家庭，

地域，企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充実を

図っている」→保護者の肯定的

回答９０％以上 

① 全学年で行政や企業と連携した出前授

業を実施し，保護者にも積極的に参観を呼

びかけていく。 

・環境教育（富士重工業） 

・上下水道局 

・命の授業 

・薬物乱用防止 

・人権教室 

・歯磨き教室 

・手洗い教室 

・リコーダー教室    等 

② 「魅力ある学校づくり地域協議会」と連

携して，学校運営の充実を図る。 

・安全ボランティア 

・放課後子ども教室 

・体験活動（昔遊び・昔の暮らし） 

③ 外部団体と連携した授業の様子は，学校

便り，ＨＰ等で積極的に分かり易く家庭・

地域へ情報を発信していく。 

Ｂ 

【達成状況】９５．３％ 

・全学年で行政や企業と連携した授業

を実施することができた。 

・地域協議会と連携して実施したふる

さと教室，食農体験学習（田植え・

稲刈り），夏季休業中の学習会では，

多くのボランティアの参加があっ

た。 

【次年度の方針】 

・企業との連携の授業を行うときに

は，事前に学年だよりや連絡帳など

を通して保護者に連絡し，参観可能

であれば参観を呼び掛ける。 

・外部団体と連携した授業の様子は，

学年だよりや HP 等で積極的に保護

者にも知らせていく。 

 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，清掃

が行き届き，学習しやすい

環境である」→保護者の肯

定的回答９０％以上 

① 清掃指導の充実（西岡タイム）と施設設

備の維持管理を行う。 

・清掃強化週間や大掃除の時間の実施 

・短縮日課の際の自主清掃 

② 校内緑化（花はなタイム・教材園）を推

進し，学習にふさわしいよりよい環境づく

りに努める。 B 

【達成状況】９４．４％ 

・様々な取組の結果，保護者の肯定的

回答が目標を達成した。 

・短縮日課の清掃など，高学年を中心

に実施でき，子どもたち自身の環境

を整える意識が高まってきている。 

【次年度の方針】 

・維持管理について，高学年のボラン

ティアや委員会による清掃を取組に

位置づけ，よりよい環境づくりが保

たれるようにする。 

児童の清掃スキルを高めるための取

組を検討 



Ａ10 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，小学

校と中学校が連携した「小中一

貫教育・地域学校園」の取組を

行っている」→保護者の肯定的

回答８０％以上 

① 中学校との相互乗り入れ授業の充実を

図り，ＴＴ指導を実施していく。 

② 行事や児童会活動・集会活動等での交流

を実施していく。 

 ・あいさつ運動 

 ・陸上合同練習 

 ・音楽朝会での発表 

③「地域学校園の日」を活用して研修や情報

交換を行い，地域学校園全体での共通課題

の達成を目指す。 

・宝木学校園「生活のきまり」 

・自主学習推進・学習のきまりの統一した

指導 

 

Ｃ 

【達成状況】８９．６％ 

・音楽朝会・あいさつ運動・陸上大会

合同練習・相互乗り入れ授業の実施

は児童にとって有意義であった。 

 

【次年度の方針】 

・学力向上支援員の配置がなくなるた

め，小学校から中学校への乗り入れ

授業は廃止するが，中学校から６年

生への乗り入れは継続していく。 

・音楽朝会・あいさつ運動等は継続す

る。 

・可能な連携の場を探っていく。 

Ａ11 多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「多様な専門性

を有する学校スタッフの活用

により，教員の業務が縮減され

ている。」→教職員の肯定的回

答８０％以上 

① ＳＣを活用し，教育相談活動の充実を図

り，児童・保護者の抱える問題の早期発見，

関係機関とのスムーズな連携を行い，解決

を目指す。 

② 学校図書館司書業務嘱託員やＡＬＴと

連携し，学習に必要な資料準備や，Ｔ・Ｔ

等を行うことにより，教員の事前準備等の

軽減を目指す。 

③ かがやきＲ支援員と，日常的に情報交換

を行い，児童の状況把握をして，学級での

指導に生かしていく。 

Ｂ 

【達成状況】４８％ 

・学校スタッフは校内でそれぞれの役

目を十分に果たし，教育活動の充実

が図れた。 

・学校スタッフの活用により教員の業

務は縮小されてはいるが，その他の

多様な業務によって教員の多忙感は

大きい。 

【次年度の方針】 

・業務を精選し，限られたスタッフの

中でできることを模索していく。 

Ａ12 教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。 

【数値指標】 

全体アンケート「教員は多様な

専門性を有する学校スタッフ

と円滑なコミュニケーション

が図れている。」→教職員の肯

定的回答８０％以上 

① ＳＣＭにより，ＳＣに事前に文書で情報

を伝えることにより，情報の共有化を図る

とともに，相談後には関係者への情報伝達

の時間を確保する。 

② 学校スタッフからの積極的な声掛けに

よって，日常的なコミュニケーションの中

で情報交換を行っていく。 

 

【達成状況】８８％ 

・スタッフの積極的な声掛けにより，

コミュニケーションは図れている。 

 

【次年度の方針】 

・より良いコミュニケーションを図る

ため，時間や場を確保する。 



教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ13児童は，進んであいさ

つをしている。 

【数値指標】 

「時と場に応じたあいさ

つ」→児童の肯定的回答

９０％以上 

① あいさつ強化週間や中学校との合同あ

いさつ運動を活性化し，全児童が積極的に

運動に参加できるようにする。 

 ・低・中学年児童の自主的な参加の推進 

② 学校便りや懇談会で保護者や地域に協

力を呼びかけ，地域を巻き込んだあいさつ

運動を展開する。 

 ・家庭での習慣化 

③ 地域に向けたあいさつについて，学年に

応じて，学級単位で指導を継続する。 

A 

【達成状況】８７．１％ 

・あいさつ運動やあいさつ強化週間と

いった取組など実施し，しっかりと

あいさつができる児童は増えている

が，目標値には届いていない。 

・地域に向けたあいさつについては効

果的な取組が実施できなかった。 

【次年度の方針】 

・月別の生活目標の中にあいさつに関

する項目を定期的に設定し，日ごろ

からあいさつに対する意識を高めさ

せる。 

・あいさつ運動において，地域から参

加を募り，学校と地域が一体となっ

て支援を行えるようにする。 

どの場面が不十分なのか洗い出し，協

議して，共通意識のもと指導を進める。 

いつ・だれに・大きな声で・先に・明

るくなど具体的なポイントを示す。

（次年度児童指導部会にて検討） 

Ａ14 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

「時と場に応じた言葉づ

かい」→児童の肯定的回

答８５％以上 

① 毎日の授業・生活において，時と場に応

じた言葉遣いができるよう指導する。 

・「～さん」と呼ぶ指導 

・他の教室や職員室への入り方の指導 

・目上の人に対する言葉遣いや正しい敬語

の使い方について日常生活の中で指導

を行う。 

② 学年便り・学校便りや懇談会等で，家庭

や地域に協力を呼びかける。 

③ 教室に発表の仕方の例を掲示し，正しい

言葉による話し方の指導をする。 

Ｂ 

【達成状況】７７．８％ 

・相手や場所に応じた言葉遣いはでき

つつあるが，児童の肯定的回答は目

標値に届いていない。 

・授業での「さん」付けや職員室の出

入りの仕方など児童による差が大き

い。 

【次年度の方針】 

・発表の仕方や言葉の使い方について

できている点をしっかりと認め，賞

賛することで，児童の肯定感を高め

るとともに，様々な場に広まってい

くようにする。 

どの場面が不十分なのか洗い出し，協

議して，共通意識のもと指導を進める。 

 

Ｂ1 児童は，交通のきま

りを守って登校してい

る。 

【数値指標】 

「きまりを守って登校し

ている」→児童の肯定的回

答９０％以上 

① 月 1度の登校指導や一斉下校の際に，目

標を決めて交通指導を実施し，登校班への

個別支援をするとともに，児童への啓発を

より充実させる。 

② 学年下校については，必要に応じて昼休

みなどに集め，安全な下校について振り返

ったり確認したりする。 

③ 交通安全教室・安全な自転車の乗り方教

室等で，交通安全について徹底を図る。 

③ 安全ボランティアを募り，家庭・地域と

協力して，登下校の見守りをする。 

Ａ 

【達成状況】９５．９％ 

      地域６０．０％ 

・登校指導や一斉下校での指導を通 

して各登校班への指導，児童への啓

発を行った。 

・児童の意識は高いが，地域の評価は

低い。放課後の自転車の乗り方など

がよくないと思われる。 

【次年度の方針】 

・実際の児童の登下校の様子，交通安

全教室・自転車の乗り方教室の様子

等を「交通安全便り」を発行して地

域や保護者に知らせるとともに，家

庭へ啓発する。 



B2 教職員は，心の教育を

中心にすえた学習活動

と特別活動の推進に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

アンケートの「心の教育と

特別活動の推進に取り組

んでいる」→教職員の肯定

的回答９０％以上 

 

① 豊かな感性の育成を目指した読書活動

を推進する。 

・ボランティアによる読み聞かせ 

・読書週間の活用 

・図書館司書による選書の支援 

② 自ら読書する時間の確保と指導の工夫

を図る。 

・読書ファイルの活用 

・朝の読書の活用  

③ 道徳では，人権や命について，保護者参

加など工夫して，授業参観等で公開する。 

④ 小中連携した「宮っ子心の教育」を推進

する。 

⑤ 「命の授業」や「人権の授業」を保護者

に公開したり，親子学習にあてたりして，

保護者への啓発を行う。 

B 

【達成状況】１００％ 

・読書週間や学校司書，読み聞かせボ

ランティア，にじいろの会などとの

連携により，読書活動を積極的に推

進できた。 

・「命の授業」や「人権の授業」を公開

することで，保護者への啓発ができ，

学校と家庭双方からの心の教育がで

きた。 

【次年度の方針】 

・学年や発達段階に応じた読書の質の

向上を図る。 

・心の教育に関する授業を今後も公開

したり，保護者参加型にしたりする

ことで，一層連携できる教育活動を

行う。 

健

康

・

体

力 

Ａ15 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

アンケートの「積極的に運

動している」→児童の肯定

的回答８５％以上 

 

① 体育の授業と関連させて，児童が自主的

に運動できるサーキットトレーニングを

行う。 

② 夏季休業・学期間休業・冬季休業などの

長期休業期間中に，児童が自発的に運動に

取り組めるようなチャレンジカードを作

成し，活用する。 

Ｂ 

【【達成状況】８６．８％ 

・休み時間や体力作り月間を中心とし

て，多くの児童が進んで運動に取り

組んでいた。 

・学年が上がるほどに，チャレンジシ

ートに取り組む児童が少なくなる傾

向があった。 

【次年度の方針】 

・高学年の児童がチャレンジシートに

取り組む意欲を高められるような工

夫をする。 

Ａ16 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

アンケート「好き嫌いなく

給食を食べている」→教職

員の肯定的回答９０％以

上 

 

 

① ランチルームで食育の話をしたり，生活

チェックシートを活用して個別指導（担

任・養護教諭・栄養士等）をすすめたりす

る。 

②「おべんとうの日」には，学年に応じて栄

養のバランスを配慮した献立が立てられ

るようにワークシート等を活用して支援

する。 

③ 保護者から募集した好き嫌い克服メニ

ューを献立に取り入れ，家庭への啓発を図

る。 

④ 嫌いなものが食べられた記録を残し、家

庭で評価してもらう事で、児童の頑張りと

成果を保護者に広める。  

Ｂ 

【達成状況】９６．０％ 

・秋休みを利用した生活習慣チェック

では，体育主任・養護教諭・栄養士

の専門性を生かしたアドバイスをし

た。 

・「我が家の自慢レシピ」や給食指導に

より，苦手なものも一口は食べると

いうスタイルが定着した。また，「食

べられたよ通知表」による家庭への

周知で，その頑張りを知る保護者が

増えた。 

【次年度の方針】 

・引き続き今年度の活動で家庭への啓

発を図る。食べられたよ通知表にお

いては時期や内容を再度検討する。 

B4 教職員は体力チェッ

クや生活アンケートを

実施し，健康・体力面で

の個別指導をしている。 

【数値指標】 

アンケート「体力チェック

等を実施し個別にしどう

している」→教職員の肯定

的回答９０％以上 

 

① 体力チェックや生活アンケートを実施

し，個別指導に生かす。 

・外遊びの奨励と日常的な運動による体力

作り 

・朝の 1 分間運動の実施 

・歯磨き指導 

・姿勢の改善と視力向上に関する意識づけ 

② 給食・保健委員会を活用し，健康に関す

る児童の意識を高めていく。 

Ｂ 

【達成状況】１００％ 

・１分間運動が継続でき，運動に親し

むことができた。 

・委員会児童の活動で、健康について

個々に意識が持てるようになってき

た 

【次年度の方針】 

・引き続き，日常的に体力向上のため

の運動に親しませる。 

・委員会児童の活動も含め、良い姿勢

の大切さを啓発する。 



学 

 

習 

 

等 

  

Ａ17 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，分かりやすく発表する

など，積極的に学習してい

る」→児童の肯定的回答８

５％以上 

①  がんばりカードや音読カードを活用し，

自分の学習をふりかえることができるよ

うにする。 

② 「聞き方・話し方・姿勢」を掲示し，意

識付けを図る。 

③ 「家庭学習のすすめ」を自主学習ノート

に貼り，それを見ながらどんな内容にする

かを自分で決めて，進んで学習できるよう

にする。 

Ｂ 

【達成状況】８６．３％ 

・がんばりカードや音読カードを活用

することで，進んで学習に取り組む

ことができた。 

【次年度の方針】 

・進んで学習に取り組めるように，体

験的な学習を重視するとともに，ペ

ア学習やグループ活動を積極的に取

り入れる。 

Ａ18 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

「授業中，落ち着いて学習

している」→児童の肯定的

回８５％以上 

① 学習のきまりについて学校全体で共通

の取り組みを推進する。 

・授業開始や終了時の時刻の遵守 

・挨拶を遵守 

・正しい言葉遣いの奨励 

② 「聞くこと」を重視し，約束を共通理解

の上，根気強く継続指導する。 

・話し手を見て，話に耳を傾ける。 

・最後まで黙って聞く。質問は最後にする。 

Ｂ 

【達成状況】８６．５％ 

・休み時間を１０分間にし，休み時間

の過ごし方の指導を徹底すること

で，教室移動の時間が確保でき，落

ち着いて授業を開始することができ

た。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，「聞くこと」「読むこと」

を重視した指導を行っていく。 

 

Ａ19 児童は，地域でのボ

ランティア活動や行

事に参加している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

地域でのボランティア活

動や行事に参加してい

る。」→児童の肯定的回答

８０％以上 

① 地域行事等の案内を児童に伝え，積極的

な参加を促す。 

② 地域・育成会コーナーを設け，各種イベ

ントのポスター掲示をする。 

③保護者会や授業参観等で自治会や育成会

加入の案内の機会を作る。 

Ｂ 

【達成状況】７３．７％ 

・育成会や地域主催行事のポスターを

掲示して，児童に周知した。 

 

【次年度の方針】 

・地域協議会を通して，児童の休日の

ボランティア参加の機会を設けてい

く。 

B5 児童は，宿題や習った

ことを復習するなど，すす

んで学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は授業で習ったことを復

習するなど自主的な学習

に取り組んでいる」→児童

の肯定的回答８０％以上 

① 西が岡小「家庭学習のすすめ」を活用し，

学年に応じた家庭学習の習慣化を図る。 

・音読と発達や個人差に応じた宿題の徹底 

・学年や個人差に応じた自主学習の進め方

の指導 

・家庭学習の時間・やり方・内容の提示 

・学級懇談等での保護者への啓発 

② 自主学習の例を掲示して，よい取り組み

を児童や保護者に知らせていく。 

・昇降口前の掲示（学習チャレンジ週間） 

・終わったノートの教室内掲示 

・リレー自主学習（上学年） 

Ａ 

【達成状況】８０．１％ 

・ほとんどの児童は，宿題に取り組む

ことができた。 

・上学年の「リレー自主学習」や学習

チャレンジ週間の自主学習の掲示な

どを参考に，工夫した自主学習を行

う児童が増えてきている。 

 

【次年度の方針】 

・すすんで学習に取り組めるよう，引

き続き，よい自主学習の例を児童や

保護者に知らせていく。 

・「リレー自主学習」は，上学年だけで

なく下学年にも広げていく。 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

B3 縦割り班活動を積極的に

行い思いやりの心を育てて

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「縦割り班活

動を積極的に行っている。」→

教職員の肯定的な回答９０％

以上 

① 異学年の交流活動を上級生がリーダー

になり主体的に行う。 

（花はなタイム・遊友タイム・清掃活動等） 

② 班対抗のゲームや活動を取り入れて，継

続的に高学年がリーダーとなる場づくり

を推奨する。（遊友タイム，運動会） 

B 

【達成状況】１００％ 

・上級生が主体的に行動し，充実した

交流活動ができた。 

・縦割り班をベースに企画委員会によ

る活動が実施され，児童同士が助け

合う姿がたくさん見られた。 

【次年度の方針】 

・継続的に高学年がリーダーとなる場

を設けることで，充実した活動がで

きるようにする。 



B6 地域人材を活用した教育活

動を推進している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「地域人材を

活用した教育活動の推進」→教

師の肯定的な回答９０％以上 

① ＰＴＡや地域協議会等を活用し，各教

科・領域で更に充実した体験活動を推進す

る。 

・ふるさと教室（昔遊び・昔の暮らし） 

・読み語り 

・学習会 

・農業体験（田植え，稲刈り） 

・町探検ボランティア 

・ミシンボランティア   等 

② ＰＴＡ学年委員，地域コーディネーター

を活用して，活動内容の事前打ち合わせを

行い，充実を図る。 

③ 「にじいろの会」を活用し，図書室の環

境整備や学級文庫の充実を推進する。 

Ｂ 

【達成状況】１００％ 

・地域協議会や保護者等と連携し，体

験活動の活性化や充実が図れた。 

・１年生保護者に呼び掛け，体育の長

なわの授業に可能であれば参加して

もらい，学習効果をあげることがで

きた。 

【次年度の方針】 

・ＰＴＡ学年学級委員・地域コーディ

ネーターを活用して，全学年で，生

活科・総合的な学習・家庭科などの

学習の支援を充実させる。 

・ボランティア導入ができる活動を新

たに開拓したり，学校園で連携して

ボランティア確保を進めていく。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・教職員の指導については，9 割以上が「熱心に指導している」と肯定的な評価であった。引き続き，児童を認め，丁寧な指

導を行って教育活動の充実を図っていきたい。 

・「いじめ対策」については，保護者・地域住民の肯定的割合が上昇した。今後も学校の具体的な取組や児童の姿を積極的に

発信し，地域・保護者と協力して取り組んでいきたい。 

○「小中一貫した取り組み」については 80％以上の肯定的回答率であった。今後は共通課題の達成に向けた取り組みを継続

するとともに，活動を精選し質を高めていきたい。 

・「あいさつや言葉づかい」については，保護者の肯定的回答の割合は少しずつ上昇してきているが，地域ではまだまだ不十

分である。地域においてもあいさつや正しい言葉づかいができるよう指導を継続するとともに，家庭と協力して改善してい

きたい。 

・「食育」については児童・保護者の肯定的回答率が上昇した。学校での食育の取り組みや家庭への啓発が効果を上げている

と思えるので，引き続き家庭と協力して指導していきたい。 

・「家庭学習への取り組み」については保護者の肯定的回答率が上昇した。全校体制で家庭学習の習慣づけに取り組んできた

成果が表れている。児童の意識の高まりには個人差も多いが，引き続き家庭に協力を求めるとともに，各学級での意欲付け

を図っていきたい。 

 

６ 学校関係者評価 

・育成会・自治会の加入率が低い。親の負担感から子どもを加入させない家も多い。 

・ボランティア活動としては，全市一斉清掃などの機会を使って公園などを親子で一緒に清掃活動してはどうか。きれいな

環境の心地よさを子どものうちに育てることが大切。 

・育成会の廃品回収等に，積極的に子どもを参加させる。 

・下校時の歩行の仕方がなかなかよくならない。急な飛び出しやふざけながら歩く姿が見られる。 

・放課後活動のおりに宿題に取り組ませている。学校と連携していきたい。学習と活動の場所をそれぞれ確保できるとよ

い。 

 

７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・教職員・保護者・地域住民・児童とも，肯定的回答が概ね 8 割をこえ，学校の教育活動全般に対して高い評価が得られ

た。 

・学習指導では，家庭学習について児童の意識が高まってきているので，今後一層家庭との連携を進めていく。また，基礎

基本の定着や思考力の向上を目指し，教師の授業力向上に努める。 

・言葉遣いやあいさつ，交通ルールの順守などについてはなかなか成果が表れないが，学校だけではなく家庭と協力しなが

ら児童の健全な育成に努めていく。 

・いじめ対策，日常的・重点的な児童指導について情報発信や学校公開，ボランティア受け入れ等を通して地域や保護者と

ともに児童の姿を共有し豊かな心の醸成を図っていく。 

 


